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貧困の理解



絶対的貧困と相対的貧困
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• 絶対的貧困

人々が生活するために必要
なものは、食料や医療な
ど、その社会全体の生活
レベルに関係なく決められ
るものである

ロウントリー（1871-1954）に
よる定義：「労働能力を維
持するための最低限の食
費プラスアルファ」

• 相対的貧困（剥奪）

人々がある社会の中で生活するために
は、その社会の「通常」ののレベルから
一定距離以内の生活レベルが必要。

タウンゼンド（1928-2009)による定義：
「人々が社会で通常手にいれることの
できる栄養、衣服、住宅、居住設備、
就労、環境面や地理的な条件につい
ての物的な標準にこと欠いていたり、
一般に経験されているか享受されてい
る雇用、職業、教育、レクリエーション、
家族での活動、社会活動や社会関係
に参加できない、ないしはアクセスでき
ない状態」 （Townsend 1993, 
p.94, 訳は柴田1997, p.8）

出典：阿部（2008）



相対的貧困とは・・・
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経済的困難・金銭の不足
物的資源の欠如
食生活・健康への影響
学力の低下
体力の低下
家庭内のストレス など

自己肯定感の低下
人間関係の劣化
社会システムからの
脱落
精神的ダメージ

社会的排除
（Social Exclusion）



貧困の推移と変容



相対的貧困率の推移：1985-2015
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相対的貧困率

子どもの貧困率

%

 子どもの定義は１８歳未満

 2006年から2009年にかけては、子どもの貧困率の伸びが大きかった

 2015年は、子どもの貧困率が大きく低下。

出所：厚生労働省(2017）『平成28年国⺠生活基礎調査 結果の概況』
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年齢層別・性別の相対的貧困率（２０１５年）
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出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）

 男性では、最も貧困率が高いのは、80歳以上だが、次は20-24歳と僅差で15-19歳。

 女性では、高齢期（70歳以上）の貧困率が最も高いが、20-24歳をピークとする山も高
い。
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男性の年齢階層別の貧困率の推移：
1985から2015

 1985年から、若者（２０－２４歳）を中心に貧困率の増加幅が大きい

 2012年から2015年にかけては、男性の子ども・若者の貧困率は減少。特に最も高かっ
た20-24歳の貧困率が減少したものの、依然としてライフコースの前期にて最も高い。
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出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）
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女性の年齢階層別の貧困率の推移：
1985から2015

 1985年から、若者（１５－２４歳）を中心に貧困率の増加幅が大きかった。

 2012年から2015年にかけては、女性の子ども・若者の貧困率は全体的に
減少。特に5-9歳の貧困率が減少。
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子ども（20歳未満）の貧困率の推移：
世帯タイプ別

• 1985年と比べると、「ひとり親と未婚子のみ」世帯以外は上昇傾向が続く。
• しかし、「ひとり親と未婚子のみ」世帯の貧困率が突出して高い構造は変わ

らない。30年かかっても、ひとり親と未婚子のみの世帯の貧困率は3.3%しか
減っていない。
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貧困の子ども（20歳未満）の世帯タイプ

（推計値）

• 貧困の子どもの、最も多い世帯タイプは「夫婦
と未婚子のみ」世帯。

51% 21% 13% 15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貧困児童のある世帯

夫婦と未婚子のみ ひとり親と未婚子のみ 三世代世帯 その他世帯
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日本の貧困：残る課題

データ：

１）国立社会保障・人口問題研究所（2018）「生活
と支え合い調査」（2017年実施）



ライフラインの保障

• 電気・ガス・水道などの光熱水道費、電話などの通信費
の⽀払いに問題がある世帯は、数％〜10％以上存在す
る。これらを止められた経験がある子どもも数％。

• 家賃や住宅ローンといった住居関連の⽀払いについて
も、数％〜１割を超える子どもが該当する（ハウジン
グ・プア）。

• 光熱水道費と家賃への補助の検討の時期に来ている。
• 子どものある世帯の光熱水道を止めることの禁止や、特

例の料金免除制度ができないか。
• 子どもへの現物⽀給（給食！！！）

【現状】

【支援案】
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過去１年間に料金の未払い・債務の滞納が
あった世帯の割合

出所： 国立社会保障・人口問題研究所（2018）「生活と支え合い調査」 14

2007年から減少傾向にあるものの未
だに２~５％。生活保護率より多い。



子どものある世帯で無視できない率が料金
滞納

• 二親世帯（二世代）（最も多くの子どもが所属）
では４~５％。ひとり親世帯では１割から２割。 15

出所： 国立社会保障・人口問題研究所（2018）「生活と支え合い調査」



（東京子ども調査）
公共料金の滞納

• 約３%の子どもの家庭では、電話、電気、ガス、水道などの⽀払いに滞
納がある。

「過去１年間に金銭的な理由で以下の料金が払えなかっ
たことがありますか？」

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表） 16



東京だけではない。
各県の子どもの生活実態調査の結果

出所： 各道府県HP

過去１年間の滞納経験 電気 ガス 水道 電話 家賃や住宅
ローン

愛知（小１） 4.5% 4.2% 4.2% 4.7% 4.2%
愛知（小５） 5.4% 5.0% 5.3% 5.6% 4.7%
愛知（中２） 6.2% 5.3% 5.3% 6.0% 5.2%

電気 ガス 水道 電話 家賃
沖縄（小１） 13.5% 13.0% 9.3% 13.1% 11.1%
沖縄（小５） 15.2% 14.8% 10.4% 16.3% 13.8%
沖縄（中２） 13.8% 13.9% 12.3% 16.3% 10.4%

電気・ガス・水道いずれか
北海道（小２） 9.6% 6.9% 5.7%
北海道（小５） 9.7% 6.4% 5.6%
北海道（中２） 10.6% 8.1% 6.1%
北海道（高２） 10.1% 8.0% 5.1%

電気・ガス・水道などの光熱水費
香川（小１、小５、中２） 8.8%

※ 愛知は、県内の市町村立小中学校に通う子供とその保護者対象。学校配布、学校回収または郵送回収。回収率、70.6%｡
香川は、県内の小１、小５、中２を住⺠基本台帳から抽出（25%抽出率）。郵送配布・回収。回収率52.2%。
北海道は、札幌市を除く市町村を対象者数3000人を子ども数にて按分。教育委員会を経由し、学校配布・回収。回収率76.0%。 17



ライフラインの停止経験がある子ども
の割合 （大阪府、沖縄県）

出所： 各道府県HP

過去半年の間で、電気・ガス・水道などが止められた

大阪府30市町村（小５） 1.0%

大阪府30市町村（中２） 1.4%

過去１０年間に、電気・ガス・水道が止められたことがある

沖縄（小１） 7.7%
沖縄（小５） 9.4%
沖縄（中２） 8.1%
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医療機関に子どもを受診させられなかった
経験
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出所 東京都、広島県、沖縄県、長野県、愛知県、北海道、高知県



受診抑制の理由（％）

保険に未
加入

自 己 負
担 金 払
えず

多忙
子供が受
診したが
らなかっ
た

遠く通院
が困難

受 診 さ せ
な く て よ
いと判断

自 分 の 健
康 状 態 が
悪かった

そ の
他

無 回
答

東京都
小5 0.5 1.1 23.0 9.7 0.3 60.1 1.2 3.7 0.5
中2 0.0 0.9 21.1 20.8 0.3 50.9 0.7 4.6 0.8

広島県 小5 0.4 7.3 21.9 5.7 1.2 54.1 0.8 3.9 4.8
中2 0.3 6.1 12.6 1.9 24.3 44.6 0.6 5.7 4.0

沖縄県
小5 2.1 16.2 23.6 6.8 2.1 42.9 2.6 3.7
中2 1.7 15.6 24.4 8.9 1.7 40.0 1.1 6.7

⻑野県 全体 4.9 26.8 8.6 1.2 53.2 1.1 3.7 ？

愛知県
小5 0.2 2.1 27.0 11.5 1.7 52.4 3.8 1.4
中2 0.5 2.0 29.2 17.7 1.1 43.2 4.7 1.6

高知県
小5 0.4 4.0 22.3 7.2 53.2 12.9
中2 0.2 4.1 24.7 12.2 46.1 12.7

出所 東京都、広島県、沖縄県、長野県、愛知県、北海道、高知県



子どもの生活実態：2017年社人研調査
過去１年間で必要な食料が買えなかった経験

• ふたり親でも１５％、ひとり親世帯では２０％、３
５％にて食料が買えなかった経験
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出所：国立社会保障・人口問題研究所（2018）



親の経済状況による
子どもの格差の現状

22

データ：

東京都（2017）「子供の生活実態調査」（2016年実施）



生活困難層の割合
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食料の困窮

約９割の子供の家庭では「まったくなかった」だが、約１割は
「まれにあった」「時々あった」

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

「過去１年間に金銭的な理由で家族
が必要な食料が買えなかったことが
ありますか？」



食料の困窮

• 困窮層においては、食料さえもままならない世帯が７割（小
５、中２）。

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公
表）

生活困窮度別



食料の困窮

• Ｆｆｆ
出所： 東京都 子供の
生活実態調査 中間報告
（2017.2.23.公表）

「野菜の摂取の頻度（中学２年生）」



高校生の学校種類別の食事状況

• 特に食事の状況が悪い定時制高校の子どもたちへの⽀援として、定時
制高校での給食の拡充。 27
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公共料金の滞納 「過去１年間に金銭的な理由で以下の料
金が払えなかったことがありますか？」

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）
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家計の赤字

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）
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• 小学５年生の１３％、中学2年生の２４％、16-17歳の
３０％の子どもが授業を「あまりわからない」「わか
らないことが多い」「殆どわからない」

授業の理解度（東京都４自治体）
「あなたは学校の授業がわかりますか」

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）、日野市子どもの貧困対策に関する基本方針
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授業の理解度（小学５年生）（東京調査）

31出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

•困窮層では、３割近くの小学５年生が「授業がわからな
い」。
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授業がわからなくなった時期
（小学５年生）

32出所： 東京都 子供の生活実態調査 報告書 （2017）

• 授業が「わからないことが多い」、「ほとんどわからない」と回答した
子供を対象

• 困窮・周辺層では、５割近くが低学年の頃から授業が「わからない」。

7.5%

24.2%

7.8%

14.2%

5.4%

6.6%
0.0%

3.4%

2.1%

9.1%

22.5%

16.9%

41.8%

32.1%

20.7%

37.0%

35.8%

31.9%

33.4%

37.4%

12.4%

10.7%

15.2%

13.5%

12.0%

12.7%

12.4%

4.8%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

困窮層

周辺層

困窮層＋周辺層

一般層

１年生のころ ２年生のころ ３年生のころ

４年生のころ ５年生になってから わからない

無回答



授業の理解度（中学２年生）（東京調査）

33出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

•困窮層では、５割近くが中学の授業が「わからない」。



授業がわからなくなった時期
（中学２年生）

34出所： 東京都 子供の生活実態調査 報告書 （2017）

• 授業が「わからないことが多い」、「ほとんどわからない」と回答した
子供を対象に集計

• １割以上が小４まで。３割以上が小学生時代。

2.7%

2.3%

4.2%

8.3%

6.4%

15.0%

23.4%

24.5%

19.3%

40.7%

41.3%

37.6%

17.4%

19.4%

10.1%

7.3%

6.0%

12.4%

0.3%

0.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学2年生(N=341)

わからないことが多い

(N=267)

ほとんどわからない

(N=74)

小学１・２年生のころ 小学３・４年生のころ 小学５・６年生のころ
中学１年生のころ 中学２年生になってから わからない
無回答



高校の選択と経済状況（東京調査）

35出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

44.1%

59.2%

48.1%

41.3%

52.2%

36.1%

49.1%

55.8%

1.6%

1.5%

2.0%

0.4%

0.8%

0.6%

0.3%

1.7%

3.9%

0.6%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

困窮層

周辺層

一般層

公立 私立 国立 その他 無回答



高校の選択と経済状況（東京調査）

36

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中
間報告 （2017.2.23.公表）



授業の理解度（16-17歳）

37出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

6.1%
3.8%

6.0%

6.7%

62.1%

48.9%

57.9%

63.8%

13.9%

18.0%

13.8%

13.4%

14.0%

24.9%

16.7%

13.0%

2.8%

3.7%

5.0%

2.3%

1.1%

0.8%

0.6%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

困窮層

周辺層

一般層

いつもわかる だいたいわかる あまりわからない

わからないことが多い ほとんどわからない 無回答

•困窮層では、５割近くが中学の授業が「わからない」。



16-17歳の授業がわからない子供のわからなく
なった時期

38出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

2.5%

4.6% 6.4% 14.0% 16.6% 5.8% 30.7% 13.4%

5.5%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学１・２年生の頃 小学３・４年生の頃 小学５・６年生の頃

中学１年生の頃 中学２年生の頃 中学３年生の頃

高校１年生の頃 高校２年生になってから わからない

無回答

小学校 中学校

• わからない子供の12.5%は、小学校時代から「わからない」。
• 36.4%は、中学校時代から「わからない」



自宅における勉強環境の欠如（中学２年生）

39出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

勉強机

自宅で宿
題ができ
る場所

インター
ネットにつ
ながるパ

ソコン



インターネットにつながるパソコンがあるか？

40出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

67.0%
57.0%

65.6%
68.0%

75.6%
58.4%

73.1%
78.4%

73.7%
58.7%

71.0%
75.7%

15.4%
18.9%

17.4%
14.5%

14.4%
31.7%

14.9%
12.5%

16.9%
36.2%
18.8%
15.0%

16.4%
20.4%

16.2%
16.5%

9.6%
8.6%
11.5%
8.8%

8.8%
5.0%

9.4%
8.7%

1.2%
3.7%
0.9%
1.0%

0.…
1.3%
0.…

0.3%

0.6%

0.8%
0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学5年生全体

困窮層

周辺層

一般層

中学2年生全体

困窮層

周辺層

一般層

16-17歳全体

困窮層

周辺層

一般層

ある ない（欲しい） ない（欲しくない） 無回答



「家で勉強できない時、静かに勉強でき
る場所」の利用意向

35.3%

37.7%

44.8%

24.7%

27.8%

24.8%

12.4%

6.9%

4.7%

25.4%

25.7%

23.2%

2.1%

1.9%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学5
年生

中学2
年生

16-17
歳

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

• 特に、１６−１７歳には、勉強場所の利⽤意向は高い。興味が
あるまで合わせると７割近い。



「家で勉強できない時、静かに勉強ができる
場所」の利用意向（16-17歳）：
授業の理解度別(***)

• 授業がわからない子どもでも、利⽤意向はある！

45.7%

46.6%

43.6%

40.4%

46.2%

15.9%

24.4%

30.8%

26.8%

14.2%

2.6%

3.8%

5.9%

7.1%

6.9%

33.1%

23.1%

18.6%

22.8%

28.2%

2.7%

2.0%

1.1%

2.9%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもわかる(N=156)

だいたいわかる

(N=1605)
あまりわからない

(N=359)
わからないことが多い

(N=359)
ほとんどわからない

(N=73)

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答



学校生活＋友人関係



「遊び」「友だち」「孤立」

• 16-17歳に高い孤立 44

学校や職場・地域のクラブやスポーツ活動への参加状況（16-17歳）

平日の放課後に「一人で過ごす割合」（学年別）

出所： 東京都 子供の生活実態調査報告書 （2017）



友人に相談したり話したりする頻度

30.8%

35.5%

35.9%

25.0%

28.1%

29.7%

16.6%

15.2%

14.3%

23.6%

16.7%

17.3%

4.0%

4.5%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層

周辺層

一般層

40.3%

44.0%

43.7%

27.8%

30.3%

32.1%

14.0%

12.6%

12.3%

16.5%

10.0%

10.4%

1.3%

3.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困窮層

周辺層

一般層

よく話す 時々話す あまり話さない

小
学
5
年
生

中
学
２
年
生

出所： 東京都 子供の生活実態調査報告書 （2017）



いじめられた経験（小学５年生）

46

いじめられた経験は、生活困窮層の方が多い。
困窮層では、6.5%が「よくあった」、19.2%が「時々あった」。

出所： 東京都 子供の生活実態調査報告書 （2017）



不登校 予備軍（16-17歳）

47

学校を辞めたくなるほど悩んだ経験とその理由（16-17歳）

31.7%

11.6%
10.1% 10.0% 9.9%

1.4%

42.8%

20.4%

13.3% 17.1% 15.9%

10.3%

36.1%

14.3% 12.6%

10.5%
13.5%

2.4%

30.3%

10.6% 9.6%
9.3% 9.0%

0.3%0%

10%

20%

30%

40%

50%

悩んだことがある

(***)
友人とうまく

かかわれない

(***)

精神的に

不安定(X)
勉強につい

ていけない

(**)

通学する

のが面倒

(***)

経済的な

余裕がない

(***)

全体 困窮層 周辺層 一般層

出所： 東京都 子供の生活実態調査報告書 （2017）



学校でのクラブ活動を楽しみにしています
か（小学５年生）***

48出所： 東京都 子供の生活実態調査報告書 （2017）

•小学５年生では、クラブ活動は困窮層・周辺層の方が楽
しみにしている子が若干多い）。

54.7%

51.5%

52.6%

55.8%

25.0%

30.8%

28.8%

23.4%

12.5%

8.9%

11.5%

13.1%

5.6%
3.2%

4.4%

6.1%

2.2%

0.1%

2.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

困窮層

周辺層

一般層

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答



子どもの内面への影響（16-17歳）

2.8%

9.5%

10.4%

2.9%

0.9%

7.6%

5.3%

5.1%

13.7%

15.1%

5.1%

2.2%

12.2%

8.1%

6.4%

11.1%

17.0%

6.8%

3.0%

13.1%

8.1%

0% 5% 10% 15% 20%

Ｈ 毎日の生活が楽しい

(***)

Ｇ 自分の将来が楽しみだ

(*)

Ｆ 孤独を感じることはな

い(*)

Ｄ 自分は友だちに好かれ

ている(**)

Ｃ 自分は家族に大事にさ

れている(***)

Ｂ 自分は価値のある人間

だと思う(***)

Ａ 頑張れば、むくわれる

(*)

困窮層 周辺層 一般層

出所： 東京都 子供の生活実態調査報告書 （2017）



子どもの抑うつ傾向（DSRS-Cパール
ソン児童用抑うつ性尺度）

16-17歳の子どもの保護者

50

抑うつ傾向
小学5年生 中学2年生

度数 ウエイト付
% 度数 ウエイト付

%

なし 2,287 80.2% 2,124 73.5%

あり 355 12.3% 589 20.1%

無回答 258 7.6% 240 6.4%

30.9%

24.6% 20.1%

0%

10%

20%

30%

40%

困窮層 周辺層 一般層

19.6% 23.3%

0%

10%

20%

30%

40%

男子 女子

中学２年生：生活困難度別(***) 性別（**）

小学５年生では、生活困難度別の差は統計的に有意ではない。

出所： 東京都 子
供の生活実態調査
報告書 （2017.7.31.
公表）



子どもの抑うつ傾向 16-17歳（K6）

51

生活困難度別

出所： 東京都 子供の生活実態調査 報告書 （2017.7.31.公
表）

抑うつ傾向（あり） 度数 割合

心理的ストレス反応相当 1,234 47.47%

9＋：気分・不安障害相当 687 26.3%

10＋：気分・不安障害相当 595 22.7%

重症精神障害相当 295 11.1%

14.5%

55.1%

16.0%

54.4%

10.0%

48.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

重症精神障害相当

(***)

心理的ストレス反

応相当(*)

一般層 周辺層

困窮層



気にしている人がいること

•名前と顔を覚えていてくれる「親と先生」以外
の大人の存在
•アメリカにおける「Big Brother Big Sister」プログ
ラム
•日本の無料学習⽀援事業

•「いってもいい」場所があること
•中高生以上でも行ける場所 （⻘少年センター、ア
メリカのYMCAなど）

52

社会的包摂
（Social Inclusion)



子どもの自己肯定感は、生活困難層で低い

53

〇〇区 子ども調査（２０１〇）

21.8 

16.5 

24.0 

36.5 

33.4 

37.8 

27.7 

32.1 

26.4 

11.2 

14.7 

9.9 

2.8 

3.3 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無効回答（無回答・重複回答）



家族や先生以外の大人と話す子どもの自己肯定
感は話さない子どもに比べ高い

• 一般層の子どもは、「地域のスポーツクラブのコーチや塾・習い事の先生など」と
「よく話す」「時々話す」子どものほうが、話さない子どもに比べ、自己肯定感が
低い（自分は価値のある人間だと「思わない」）。

• しかし、困難・周辺層では逆に「話す」子どものほうが、自己肯定感が高い。

22 

39 

28 

11 

31 

39 

23 

7 

16 

34 

36 

15 

26 

36 

23 

15 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般層（よく話す）

一般層（話さない）

困難・周辺（話す）

困難・周辺（話さな…

自己肯定感：「あなたは自分が価値のある人間だと思います
か」

とても思う 思う あまり思わない 思わない

***

**

注：本分
析は一時
点の相関
をみてい
るので、
因果関係
を証明す
るもので
はない

〇〇区 子ども調査（２０１〇）



子どもの貧困に対して市⺠ができる
こと

55

• 直接的⽀援
• 子ども食堂、学習⽀援などの取り組み
• 寄付
• さまざまなボランティア活動

• 間接的⽀援
• 貧困者へのまなざし
• 貧困政策への⽀持
• 理解・情報の拡散 公的な取り組み

の強化への⽀援



子どもの貧困に対して市⺠ができること

56

理解
と

情報
の

拡散

応援団になってくださ
い！



【問い合わせ】
首都大学東京 人文社会学部

〒192-0092 東京都八王子市南大沢1-1

阿部彩研究室・子ども若者貧困研究センター
Tel :  042-677-2126

E-mail : ayaabe@tmu.ac.jp
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